
「依存症」とは、日常生活に支障をきたしているにも関わらず、特定の行動にのめりこ
み、やめたくてもやめられない、自分の力でどうにもならない状態をいいます。 
なかでも『薬物依存』は、“犯罪”“怖い”などネガティブなイメージとつながりやすく、 
社会の厳しい目が当事者の社会復帰を難しくしています。 
社会復帰をしていくために、どんな支援が必要か、一緒に考えてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１１月２１日（月曜日）午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 
 
 
 
和歌山県勤労福祉会館 プラザホープ ２階 多目的室 
（和歌山市北出島１丁目５番４７号） 

 

 

 

・保健福祉・医療・行政等の援助職従事者 

・依存症・薬物関連問題について、相談や支援に応じる方、予防教育や啓発に携わる方 

 

 

 

 

 

 

薬物関連問題にかかわる 
ワークショップ研修会 
依存症者の体験談から「生きる」を考える 

 

開催日時 

対象者 

会場 



 

送信票不要 

 

下記のいずれかでお申込みください（申込期限：令和４年１１月１４日（月）まで） 

① 本チラシの参加申込書により、和歌山県精神保健福祉センターあて FAX でお申込みください。 

➡ FAX ０７３（４３５）５１９３ 

② 電話でお申し込みください。 

➡ 電話 ０７３（４３５）５１９４     

 

薬物関連問題に関するワークショップ研修会参加申込書 

 お名前 職種・資格等 所属機関名 連絡先(電話番号) 

 

１ 

 

    

 

２ 

 

    

 

３ 

 

    

 

４ 

 

    

 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響等により、本講演会を延期または中止する場合がありますので 

必ず連絡先（電話番号）をご記入ください。 

※当日、体調チェックを行い、体調不良が認められる場合、受講をお断りする場合もありますので、 

ご了承ください。 

   

 

手話通訳・要約筆記が必要な方は、〇をつけてください。 

 

・手話通訳を申込みます 

  

・要約筆記を申込みます 

 

※手話通訳・要約筆記が必要な方は、10 月１７日（月）までにお申し込みください。 

 

 

和歌山県精神保健福祉センター 電話：073-435-5194 

お問合せ 

申し込み方法 

参
加
し
て
ね
！ 


